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　ライセンスフリーかつ低コストに広帯域な無線による
インターネットへの接続環境を提供する IEEE802無線
LAN技術は，ここ数年で，我々の周りに急速に普及し
ています．無線LAN技術は，移動通信に関連するこれ
までのビジネス構造，電波行政に対する変革さえももた
らしつつあります．実際には，図 -1に示すように，国
内無線LANの市場規模は，すでに500億超になってお
り，その導入分野も多様です．
　無線LAN技術の進展と普及は，（1）配線を必要とし
ないディジタル機器のネットワーク化，（2）本格的なイ
ンターネットの移動透過性の提供（モバイルインター
ネット），という2つの新しい流れを形成し推進しよう
としています．すなわち，これまで有線による配線を用

いて相互接続されていたディジタル機器は，無線を用い
て相互接続されることにより，自由に設置場所を選択変
更あるいは移動することができるようになりました．ま
た，車や電車などの乗り物におけるインターネットへの
接続性の提供や，流通する商品の管理などが具現化しよ
うとしています．
　そこで，本特集では，今も進化を続けている IEEE802

に代表される無線LAN技術を包括的に解説するとともに，
これに伴う電波行政の変化などの制度面，IEEEに代表さ
れる標準化とチップセットの実装，無線LANシステムを
構築する際のセキュリティの課題などについて解説しま
す．また，無線LANとモバイルIP技術による，移動透過
性を有するシステムの概要と具体的な適用例を概観しなが
ら，キャンパスネットワークやITSでの応用を示します．

無線LANとインターネットの融合エリア

　本編に先立ち，現在の無線LAN技術とインターネッ
ト技術の融合により，実現されている通信利用形態を
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図 -2に示しその現状を簡単に解説します．

■固定通信
　従来，役場，学校などの公共機関を接続する地域イ
ントラネットや，民間企業の施設間の専用線接続などは，
有線網を利用した専用線接続サービスにより構築されて
おり，FTTHなどの高速基幹網の整備が十分でない地域
などでは，ISDNによる専用線接続やダイヤルアップ型
インターネットアクセスが唯一のものでした．これに対
し，1998年に当時の郵政省四国電気通信監理局が行っ

た自治体ネットワーク用小規模無線システムに関する調
査研究を機に，これらの固定間通信において自営通信網
として無線LAN技術の利用が始まりました．この無線
LAN技術の利用は，インターネット網や情報基盤の整
備が十分でない，条件不利地域において，廉価かつ短期
間に通信網整備を実現することから，地域イントラネッ
ト導入促進基盤整備事業（旧郵政省〈総務省〉）などの施策
により，全国でひろく導入されることとなりました．
　現在はADSLの普及や光ファイバ網の整備により，
従来ほどの需要増加はありませんが，我が国における
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図-1　国内無線LAN市場の状況
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図-2　無線LANとインターネットの融合利用シーン
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地域情報化の促進には，きわめて重要な役割を果たし，
筆者の知る範囲において150町村，1万カ所以上で，い
まなお利用されています．また，条件不利地域という
意味では，発展途上国におけるルーラルエリアの情報
化において，その有用性が指摘され ITU-Dにおいても，
Connecting rural communities to ICTとして報告がと
りまとめられ，パイロットプロジェクトなどが進められ
ています．

■アクセス網
　ADSLの普及以前において，高速インターネット常時
接続を実現する技術としては，FTTHやCATVがもっと
も期待される形態でした．しかしながら，光ファイバや
CATV網も，各家庭への引き込みに要するコストは，決
して低廉でなく，接続部分の低廉化がラストorファー
ストワンマイル問題といわれ，重要な課題となっていま
した．この課題に対し，光やCATVで構築される基幹
網に無線基地局を接続し，近隣の各戸に無線による接続
を行う無線インターネットサービスが2000年頃より注
目され，複数の事業者によりサービスが開始されました．
当初，これらのサービスは，廉価，かつ早期にブロード
バンドサービスを提供可能なものとして注目されました
が，ADSLやFTTHの急速な普及と，価格競争により無
線特有のスケーラビリティの制約（エリア収容力と帯域
収容力）からビジネスモデルの確立が厳しくなり，多く
の事業者が事業撤退，他方式へのシフトを行い，現在は
きわめて少ない利用者数にとどまっています．

■家庭LAN，オフィスLAN

　無線LANの最も大きな利用形態は，家庭内LANや
オフィスLANにパーソナルコンピュータを無線で接続
する形態です．これは，IEEEによる無線LAN規格の標
準化がなされたこと，機器メーカなどによる標準化団
体であるWi-Fiアライアンスにより，上位レイヤにおけ
る相互接続性も標準化されたことが，大きな普及の要
因でしょう．さらに，近年は，ノート型パーソナルコ
ンピュータに対する無線LAN端末の内蔵，ADSLなど
のブロードバンド接続に利用するルータに対する無線
LAN基地局の内蔵が進み，その普及を一気に加速しつ
つあります．
　一方で，オフィスなどでの無線LANの普及は，セ
キュリティの脆弱性に対する懸念からやや出遅れていま
したが，近年これらのセキュリティ脆弱性を補完する技
術との融合により，大企業や大学などにおいて大規模な
導入，運用を開始する事例も増えつつあります．
　さらには，ディジタル家電機器，ネットワーク家電な
どの普及に伴い，TV，オーディオ機器などに無線LAN

技術を組み込んだ製品も登場しつつあります．特に最近
は，IEEE802.11gによる高速化が進んだことから，TV

のチューナと表示部を無線LANにより分離する製品な
ども発売され，今後さまざまな家庭電化製品などへの組
み込みが期待されます．

■ノマディックサービス
　ノート型パーソナルコンピュータの小型化，PDAなど
の情報端末の普及により，外出先や駅，空港，コーヒー
ショップなどにおけるインターネットアクセスの需要が
高まり，これらのノマディック（半固定的）環境でのイン
ターネットアクセスに無線LANを利用するサービスが
2000年頃より，世界的に広がっています．我が国におい
ても，2001年より複数の事業者により無線LANの公衆
サービスが開始されました．これらのサービスは，サー
ビス事業者らが，その会員向けにホテル，コーヒーショッ
プ，駅などに設置した無線LAN基地局を利用させるも
ので，そのサービスは，有償型，無償型，NPOによる相
互利用型などきわめて多様化しています．
　現在国内においては，十数事業者により，8,000カ所
程度の利用可能な基地局が設置されており，日々増加し
つつあります．また，ファストフードやホテルなどの大
型チェーン店による設置なども始まりつつあります．
　一方，これらのサービスにおけるセキュリティの脆弱
性は，当初より指摘されています． しかしながら，その
運用，サービス形態が多様であることと同様に，そのセ
キュリティポリシーについても，各社各様であること，
また各サービスとも，事業性という観点からは十分に高
い収益モデルが確立されていないことなどから，セキュ
リティの脆弱性に対する対策への積極的な技術導入など
は十分とはいえない状況が続いています．

■移動体通信
　前述の各利用シーンが，固定，半固定的な通信形態で
あるのに対し，無線LAN技術を移動体通信に利用する
ことで，廉価かつ高速な移動体通信を実現する試みが行
われ，実用化されています．このような移動体通信にお
ける顕著な利用形態としては，無線LAN技術を用いた
携帯 IP電話があり，すでに複数の機器メーカが製品を
開発，販売しています．当初，この携帯 IP電話は，オ
フィス内LANに接続することで，構内電話として利用
することを想定していましたが，近年ノマディックサー
ビスエリアでの利用や，既存のセルラー携帯電話などと
融合し，外出先で利用可能なものへと進化しています．
　一方，鉄道や自動車などの移動体に対する高速デー
タ通信の実現に無線LAN技術を取り入れた取り組みと
して，時速300Kmを超える移動体を無線高速接続する
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システムなどが実用化されています．これらのシステム
では，移動体と基幹網間の接続に無線LAN技術を用い，
移動透過性をインターネット技術により補完する仕組み
が用いられています．我が国においては，ITS利用とし
て，国土交通省が無線型情報コンセントとして整備して
おり，次世代セルラー電話などと比較しても，きわめて
高速な移動体通信を実用化しています．

無線LANは，インターネットによる 
通信革命と等価

　すでに，述べたように無線LAN技術とインターネッ
ト技術の融合システムは，広範囲，かつ多くの用途に
普及しつつありますが，これらの急速な普及の背景には，
以下に示すきわめて大きな技術的転換があったと言えま
しょう．

■免許不要による電波利用
　無線LAN技術を普及させた大きな効能は，その電波
利用形態にあります．無線LAN技術の代表的な実装で
ある IEEE802.11bは，2.4GHz ISM帯を利用しています．
　この ISM帯は Industry, Science, Medical用途として，
他の周波数のような固定的用途ではなく，広く自由に利
用できる周波数帯域であり，かつ世界中のほとんどの国
と地域で同等の割り当てがされているものです．
　また，その利用に際しては，利用者が従事者免許等を
必要としない方式（我が国では小電力局）が設けられたこ
とにより，機器メーカが技術基準に適合した製品を供給
しさえすれば，誰でもが即座に利用，運用できるもので，
他の多くの国々も同様の制度を制定しています．すなわ
ち，世界中で共通して利用可能で，かつ利用者に特定の
免許取得などを必要としない周波数と制度を利用したこ
とが，無線LAN技術を急速に普及させている要因です．
　無線通信は，公共財的性質の強い電波資源を利用する
ものであり，電波政策，法令ときわめて密接な関係と運
用が必要なものです．無線LANが，このような自由度
の高い周波数と制度を利用することで，広く普及し通信
の利用価値を高めたことは，きわめて大きなインパクト
を持っており，我が国の電波政策ビジョンなどでも，コ
モンズという名のもとに同様な周波数割り当てを推進す
るきっかけとなったものです．

■ IPによる多様性
　無線LANの普及は，前述の電波資源の利用に対する
制度的な自由度だけでなく，その用途に対する自由度
の高さによるところも大きいものです．従来無線通信は，
その用途ごとに電波資源が割り当てられ，運用されてき

ました．これに対し，無線LANにおいては伝送，交換
される情報は IPパケットであり，特定の用途，サービ
スとのバインドが弱く，用途に対する自由度が高いもの
です．このことは，従来の有線通信網が，電話網，放送
網，データ通信網と用途ごとに分かれており，法律や制
度も異なっていたのに対し，インターネット技術により
サービスと伝送媒体の垂直分離がなされ，結果として革
命と称されるに値するイノベーションが起こり，今日
において，通信も放送もインターネット上で実現可能と
なったことと同様のものです．

本特集の構成

　以上述べたように，無線LAN技術を利用したインター
ネットの構築は，今後さらに多くの用途と形態で普及す
ると考えられます．そこで，本特集では，まず無線LAN

と電波利用について，電波政策の観点から解説をします．
　次に現在の無線LANアクセス技術として，各規格の
概要，実装技術の鍵となるチップセットの動向，実利用
環境における性能について解説します．
　さらに，無線LANとモバイル IPの技術解説を中心に，
異ネットワーク間のモビリティ，無線LANを使った高
速ハンドオーバーの解説を行います．
　最後に，無線LANによる移動体通信の事例として，
キャンパス無線LAN，移動車両通信，広域公衆サービ
スなどの事例を解説し，今後その普及が期待される ITS

分野での標準化と課題について言及します．
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